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第 1 節  国際結婚をめぐる先行研究の検討  
 







いく（図表序 -1）。  

















地域 家族 女性 文化 教育・言語 法律 歴史 比較 外国 日本人妻 統計 その他 計
1945〜1959 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5
1960〜1969 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1970〜1979 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5
1980〜1984 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 3
1985〜1989 4 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 9 15
1990〜1994 3 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 10 16
1995〜1999 5 12 1 2 1 7 4 0 2 1 1 28 64
2000〜2004 1 3 0 5 2 2 4 0 2 10 0 62 91
2005〜2009 4 6 3 8 11 5 2 3 15 3 1 62 123
2010〜2015 4 8 9 2 15 4 2 0 16 11 0 103 174












































2 農村の国際結婚  







年）、宿谷（ 1988 年）、佐藤（ 1989 年）、日暮（ 1989）などの研究が
先駆的な研究結果を示した。これらの研究は主に農村の結婚難とア
ジアからきた花嫁をめぐる問題を調査し、報告したものである。  







































れたのが松本・秋武（ 1994・1995）、中澤（ 1996）、高木・松本（ 1997）






















































































































（ 2）「日本人妻・外国人夫」の研究  
2000 年以降、海外に居住する日本人女性と外国人男性の国際結婚










































































































































































































































第 2 節  国際結婚研究の視角  
  



















































































































































































第 3 節  研究の方法  
 































































































































第 1 節  日本における国際結婚の現状  
 


































2 国際結婚総数の推移  
 図表 1-1 のグラフで 1965 年から 2012 年の間の国際結婚の総件数
が確認できるが、 1990 年、 2001 年、 2006 年の 3 つの山を境に継続
的に増加していることがわかる。2006 年のピーク時には史上最高の
4 万 4 千件を記録し、その後は減少へと転じている。以下では、図
１をもとに国際結婚の件数の変動を 3 期に分けて説明する。  
急増期： 1980 年〜 1990 年  
 日本における国際結婚の件数は 1960 年にわずか 4〜 5 千件ぐらい
で、全国の総結婚数の 0.4％に過ぎなかった。 1980 年から増加傾向
を見せた国際結婚件数はその 3年後の 1983年には１万件を突破し急
増していた。その後も毎年増加し続け、1989 年にはさらに 2 万人と
2 倍に増加し、次の 1990 年には 2 万 5 千人に達した。それはグラフ
で確認できる一つ目の山である。  
倍増期： 1991 年〜 2006 年  
 1990 年に入っても国際結婚は２万件以上の数をキープしつつ緩
やかな増加傾向を見せた。2000 年に入ってから国際結婚はもう一度
飛躍的な増加をみせ、2001 年にはついに 4 万件（ 39,727 人）近くま
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いたが、その 4 年後の 2005 年には 4 万件を突破し、次の年の 2006
年には国際結婚史上最高の記録である 44,701 件に達した。 1965 年
に年間 4000 件しかなかった国際結婚が、2006 年には年間で 10 倍に
増えていた。  
減少期： 2007 年〜 2011 年  
 2006 年のピークを最後に右上がり傾向にあった国際結婚は徐々
に減少傾向に転じた。それでも 2010 年までは年間 3 万件以上の数は
維持している。2011 年には 3 万件を下回り、その後は毎年減少傾向
にある。  
 
3 国際結婚構成の変化  
 国際結婚は夫婦の一方が外国人である婚姻関係を指しているが、
その中には「夫日本・妻外国」と「妻日本・夫外国」の二つの組み






























第 2 節  国際結婚急増の背景  
 




































































らアジアの 4 大新工業国と呼ばれるようになった。1980 年代中盤以
降、国際的に作られた低油価・低ドル・低金利という好条件の中で、





































































































第 3 節  東北農村における「外国人花嫁」の定住動向  
 
























 図表 1-2 は、東北地方における 30～ 49 歳の未婚者数の男女別比
較である。この表からは大きく二つのことが読み取れる。まず第 1
点目として、全国と東北地方における未婚者総数の年次変化の動き
方が異なる点である。全国の 30～ 34 歳の未婚者総数に着目すると、
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1995 年の段階では 379 万 7953 人であったが、2005 年には 305 万 5396
人へと約 74 万人の減少を見せている。年齢別にみても同様に全体数
が減少していることがわかる。それに比べて、東北地方ではすべて





年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比 年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比
30～34 2,283,040 1,514,913 3,797,953 60.1 30～34 1,903,068 1,152,328 3,055,396 62.3
35～39 1,305,796 786,133 2,091,929 62.4 35～39 1,052,260 555,176 1,607,436 65.5
40～44 885,787 477,563 1,363,350 65 40～44 721,530 332,655 1,054,185 68.4
45～49 656,851 312,035 968,886 67.8 45～49 653,002 278,868 931,870 70.1
年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比 年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比
30～34 17,272 10,679 27,951 61.8 30～34 19,784 13,173 32,957 60
35～39 11,721 5,826 17,547 66.8 35～39 13,268 7,902 21,170 62.7
40～44 9,440 4,014 13,454 70.2 40～44 10,492 5,241 15,733 66.7
45～49 8,253 3,230 11,483 71.9 45～49 8,765 3,899 12,664 69.2
年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比 年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比
30～34 16,745 9,590 26,335 63.6 30～34 19,001 11,669 30,670 62
35～39 12,506 5,282 17,788 70.3 35～39 12,843 7,106 19,949 64.4
40～44 10,355 3,483 13,838 74.8 40～44 10,867 4,630 15,497 70.1
45～49 8,982 2,939 11,921 75.3 45～49 9,510 3,366 12,876 73.9
年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比 年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比
30～34 31,360 19,449 50,809 61.7 30～34 38,364 26,169 64,533 59.4
35～39 18,940 9,431 28,371 66.8 35～39 22,033 13,333 35,366 62.3
40～44 14,410 5,989 20,399 70.6 40～44 16,043 8,108 24,151 66.4
45～49 12,407 4,715 17,122 72.5 45～49 13,184 5,646 18,830 70
年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比 年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比
30～34 12,259 6,963 19,222 63.8 30～34 14,325 8,898 23,223 61.7
35～39 9,108 3,987 13,095 69.6 35～39 9,348 5,031 14,379 65
40～44 7,481 2,565 10,046 74.5 40～44 7,953 3,444 11,397 69.8
45～49 6,635 2,141 8,776 75.6 45～49 6,829 2,428 9,257 73.8
年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比 年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比
30～34 13,384 6,724 20,108 66.6 30～34 15,229 9,074 24,303 62.7
35～39 9,191 3,421 12,612 72.9 35～39 9,944 4,599 14,543 68.4
40～44 7,456 2,177 9,633 77.4 40～44 7,752 3,016 10,768 72
45～49 6,651 1,865 8,516 78.1 45～49 6,740 2,090 8,830 76.3
年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比 年齢 未婚男性 未婚女性 未婚者総数 未婚者数の男女比
30～34 24,467 12,960 37,427 65.4 30～34 29,083 16,889 45,972 63.3
35～39 17,104 6,794 23,898 71.6 35～39 18,031 9,141 27,172 66.4
40～44 14,186 4,655 18,841 75.3 40～44 14,741 5,927 20,668 71.3















ると、 30～ 34 歳― 60.1％、 35～ 39 歳― 62.4％、 40～ 44 歳― 65％、





































図表 1-3 山形県の外国人登録者数の推移  
























Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９
山形県 4080 4626 5368 6347 6853 6926 7187 7384 7703 7548 7356
全国 1482707 1512116 1556113 1686444 1778462 1851758 1915030 1973747 2011555 2084919
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図表 1-3 は山形県の外国人登録者数を示したものであるが、全国






人のうち、男性は 1538 人で全体の 20.9％を示し、対前年比 0.9 ポ
イント減少しているのに対し、女性は 5818 人で全体の 79.1％を示
し、同 0.9 ポイント増加となっている。なお、国籍別からは、中国




図表 1-4 福島県人口と外国人登録者数の推移  
 
資 料 ：法 務 省 入 国 管 理 局  
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 図表 1-4 は福島県の県人口と外国人登録者数を比較したものであ
るが、県人口が 1997 年をピークに減少傾向を示しているのに比べ、
外国人登録者数は一貫して増加している。また、年齢別の構成から






1998 年から 2001 年までは国際結婚数の増加傾向が見られるが、2002
年以降は減少傾向にあることがわかる。2004 年の福島県の国際結婚








夫：日本人 構成比 夫：外国人 構成比
Ｈ１０　 11,913 11,508 405 3.4 369 91.1 36 8.9
Ｈ１１　 11,914 11,509 406 4.4 370 92.1 37 9.9
Ｈ１２　 11,915 11,510 407 5.4 371 93.1 38 10.9
Ｈ１３　 11,916 11,511 408 6.4 372 94.1 39 11.9
Ｈ１４　 11,917 11,512 409 7.4 373 95.1 40 12.9
Ｈ１５　 11,918 11,513 410 8.4 374 96.1 41 13.9




























 続いて 2005 年をみていくと、 1995 年と比べて、全体的に外国人
数が増えていることがわかる。そのうち、 2005 年では 30−100 人の
規模で外国人が入っている市町村が 104 と増えたのが特徴的である。
外国人総数は 5170 人から 6560 人へと拡大しており、 500 人以上の
















ている。比率が 60～ 70％の市町村数が 57 から 37 に減少したのに対










































































第 1 節  山形県最上地域における外国人花嫁の概況  
 




























































第 2 節  山形県最上地域の外国人花嫁の定住過程  
 
1 調査対象の状況  
 2008 年 2 月、9 月、10 月に最上地域の金山町に在住している韓国
人 7 人、中国人 7 人、フィリピン人 3 人、計 17 人の外国人花嫁につ
いて、インタビュー調査を行った。（図表 2-1） 今回の調査対象者











庭が、 17 家庭のうち 12 あり、そのうちのほとんどの家庭で夫の年






Ｋ１ 55 60 16 18 1989 Ｂ ソウル キムチ 兼業 ○ ◎ 3 ◎ ● ◎ ◎ ○
Ｋ２ 49 54 74 18 ,15 1989 Ｂ ソウル 縫製 農業 ● ◎ 1 ◎ ● ○ ○ ○
Ｋ４ 48 59 83 1990 Ｂ 全羅島 キムチ 兼業 ○ ◎ 2 ◎ ● ○ ○ ◎
Ｋ８ 56 60 82 15 1992 Ｂ ソウル 電子 農業 ○ 2 ◎ ● ○ ○ ○
Ｋ１２ 40 52 75 14 13,11 1993 Ｂ テグ パート 農協 ● ◎ 1 ◎ ● ○ ◎ ●
Ｋ１３ 52 70（亡） 13 1994 Ｂ ソウル 主婦 農業 ● ● 1 ◎ ○ ○ ●
Ｋ１6 50 60 81 86 8 1999 Ｂ ソウル 農業 農業 ● 2 ◎ ● ○ ○ ○
C３ 44 亡 71 13,10 1993 C 天津 主婦 農業 ○ ● 3 × ● ● ○
C６ 48 60 3 14, 12 1993 C 天津 主婦 自営業 ○ ● 2 × ○ ● ○
C９ 43 60 92 11 1996 C 天津 スナック経営 自営業 ○ ◎ 2 × ● ● ◎
C１３ 42 45 73 8、6 1995 C 河北 縫製 教師 ○ 3 × ○ ○ ○
C１４ 48 58 80 2001 C 天津 主婦 農業 ○ ● 2 × ○ ● ○
C１９ 46 60 80 14,13 1993 C 天津 主婦 兼業 ○ ◎ 2 × ● ○ ● ○
C２５ 39 49 70 16 1992 C 吉林 パート 農業 ○ 4 × ○ ○ ○
P１ 47 61 1989 B マニラ パート 農業 ○ ◎ 2 ◎ ◎ ◎ ○
P２ 44 58 87 13,14,7 1994 B マニラ パート 農業 ○ 2 ◎ ○ ○ ○













































































て い る の か が 分 か ら な い 、 中 国 人 を よ く 思 わ な い と こ ろ が あ る 。












（ 1） K2 さんの事例（比較的に問題が少なく、定着に近い事例）  




日 本 語 は 日 本 に 来 る 前 に 一 か 月 く ら い 勉 強 し て 、来 て か ら は 自 分 で 勉 強 し た 。町 の
日 本 語 教 室 に は 何 回 か 行 っ た が 、あ ま り 効 果 が な く て 行 か な か っ た 。今 は で き る よ う
に な っ た が 、ま だ 流 暢 に 話 す こ と は で き な い 。家 族 は と て も 優 し く て 、姑 に も 優 し く
し て も ら っ た 。家 族 の 関 係 は い い ほ う だ と 思 う 。最 初 は 食 べ 物 も 文 化 も 違 っ て ス ト レ
ス が と て も 溜 ま っ た が 、今 は 合 わ せ る よ う に し て い る 。食 事 も 日 本 料 理 も 習 っ て 作 る
が 、た ま に 韓 国 料 理 も 作 る 。日 本 人 と 韓 国 人 は 考 え 方 が と て も 違 う の で 、は じ め は い
ろ い ろ ト ラ ブ ル が あ っ た 。言 葉 も 通 じ な か っ た か ら 大 変 だ っ た 。韓 国 人 同 士 の つ な が
り も あ る が 、韓 国 人 は 仲 の い い 人 た ち が 集 ま っ て い る の で み ん な が 集 ま る こ と は そ ん
な に な い 。近 所 の 人 た ち は 優 し く し て く れ る の で 、仲 良 く す ご し て い る 。町 の 行 事 に
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息 子 が 二 人 い る 。上 の 子 が 17 歳 で 今 高 校 2 年 生 、下 の 子 が 14 歳 で 中 学 校 2 年 生 に
な っ た 。こ の 子 達 が 幼 稚 園 と 小 学 校 に 入 っ た と き は い じ め に 会 う の で は な い か と 心 配
し た が 、そ の よ う な こ と が な か っ た の で 、子 育 て は そ ん な に 苦 労 は し て い な い 。だ け
ど 、今 は 子 ど も た ち が 大 き く な っ て き て 、私 が 分 か ら な い こ と が 多 く て 、コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン が 取 れ な く て 困 っ て い る 。子 ど も た ち は お 母 さ ん が 大 好 き な よ う だ が 、だ ん
だ ん 話 が 通 じ な く な っ て い る 。上 の 子 は 高 校 卒 業 し て か ら 自 衛 隊 に 入 り た い と 言 っ て
い る が 、 お 母 さ ん が 韓 国 人 だ か ら 何 か 影 響 が な い か 心 配 し て い る 。  
 














今 は 子 ど も た ち も 大 き く な っ て 、あ ま り 手 が か か ら な い の で 近 く の 縫 製 工 場 で 仕 事
を し て い る 。仕 事 関 係 で 日 本 人 の 友 だ ち が た く さ ん で き て 、仲 良 く し て い る 。私 が こ
の 会 社 に 入 っ た 時 、 韓 国 人 が 13 人 い た が そ の 中 の 韓 国 人 が ち ょ っ と 問 題 を 起 こ す と
韓 国 人 全 体 が 悪 い よ う に い わ れ る こ と も あ っ て 嫌 だ っ た 。今 は 韓 国 人 が そ ん な に い な
い か ら 問 題 も 少 な く な っ た 。  
今 は 日 本 の 生 活 に だ い ぶ 慣 れ て き て い る し 、子 ど も た ち も い る か ら 、こ れ か ら も ず
っ と 日 本 に い る と 思 う 。た だ 、あ く ま で も 私 は 韓 国 人 な の で 帰 化 は し な い 。帰 化 を し
な く て も 国 民 年 金 な ど は も ら え る と 思 う の で 、生 活 の 心 配 は な い と 思 っ て い る 。今 の










（ 2） C9 さん (男性 )の事例（離婚したケースで夫に話を聞いた）  
1）結婚と初期適応  














































（ 3） P１さんの事例（特殊な家族構成）  
1）結婚と初期適応  















甥は 34 歳で、まだ結婚していない。  
 
2）地域活動への参加  
町 の 公 民 館 で 、ボ ラ ン テ ィ ア と し て 英 語 を 教 え た り 、ダ ン ス 教 室 に 通 っ た り 、で き
 62 
る だ け 、い ろ ん な 活 動 に 参 加 し て い る 。祭 り や 行 事 は も ち ろ ん 積 極 的 に 参 加 す る 。し
か し 、 こ の 地 域 は 高 齢 者 が 多 く 同 年 代 の 友 た ち が い な い の で 、 少 し さ び し い 。 で も 、














金 山 に フ ィ リ ピ ン か ら き た 人 が 今 5 人 い る が 、み ん な と て も 仲 が い い 。私 が 一 番 早
く 金 山 に 入 っ た 人 な の で 、新 し い 人 が 来 る と 出 来 る こ と な ら 支 援 を す る 。同 じ 国 の 人
が い る と や は り 心 強 い 。今 は み ん な 子 ど も が い る し 、仕 事 も し て い る の で 会 う 時 間 が












現 在 の 生 活 に つ い て は 、日 本 に 慣 れ て い る の で 、何 も 不 便 は な い 。だ け ど 、子 ど も
が い な い の で 、夫 が 亡 く な っ た ら さ び し く な る の で 、帰 国 す る か も 知 ら な い 。そ の た
め に 、帰 化 を せ ず 永 住 権 だ け 取 っ た 。将 来 の こ と は 分 か ら な い の で 、今 は 何 も 考 え な






















第 3 節  福島県奥会津地域の外国人花嫁の概況  
 


















ら 1999 年にわたって、9 回中国東北地方の長春に行き、10 組ほど国
際結婚を成功させた。それ以降は、先にやってきた外国人花嫁たち
のネットワークを通して、外国人花嫁が徐々に増加し、2008 年には、
三島町、金山町、昭和村の三町村で約 50 人となっている。  
 



























第 4 節  福島県奥会津地域の外国人花嫁の定住過程  
 
１  調査対象者の概況  
 2008 年 4 月，8 月，11 月に福島県金山町、三島町、昭和村の外国
人花嫁計 12 人を対象にインタビュー調査を行った。（図表 2-2）今
回の調査対象者は 1995 年から 1997 年までに来日した人が大半で、
























A 51 60 ♂22 ♀12 1995 C 長春 工場 建設 ○ 4 ◎ ● ◎ ◎ ○
B 51 60 ♀25 ♂12 1995 C 吉林 工場 建設 ○ 2 ◎ ● ◎ ◎ ○
C 51 67 80 ♀30.28 ♂11 1996 C 長春 結婚仲介 建設 ○ ◎ 2 ◎ ● ◎ ◎ ◎
D 45 59 88 ♀17 ♀11，8 1996 C 吉林 工場 車 ○ ◎ 2 ◎ ● ◎ ◎ ○
E 41 60 ♂20 ♀10 1997 C 延辺 工場 建設 ○ 2 ◎ ◎ ◎ ○
F 40 52 84 ♂18 ♂4 2002 C 黒竜江 工場 工場 ● 4 ◎ ● ◎ ◎ ●
G 44 60 90 ♀18 1996 C 吉林 工場 建設 ○ ◎ 2 ◎ ● ◎ ◎ ○
H 48 65 ♀17 ♀10 1997 C 長春 工場 建設 ● ◎ 2 ◎ ● ◎ ◎ ○
I 45 60 90 ♀19 ♂7 1997 C 長春 工場 建設 ○ 4 ◎ ◎ ● ○
J 43 67 ♀17 2005 C 吉林 工場 山菜 ● ● 2 ◎ ◎ ● ●
K 42 57 ♂20 ♂4 1996 C 吉林 工場 建設 ○ ◎ 2 ◎ ● ◎ ◎ ○

















































（ 1）  D さんの事例  
1）結婚と初期適応  
D さんは 1996 年仲介を通したお見合い結婚で来日した。当時、彼
女は 33 歳で再婚、夫は彼女より 14 歳上の 47 歳だった。結婚当時、
前の夫との子どもが当時 5 歳で、中国に預けていた。結婚して一年
後、次女が生まれ、その年に国に預けていた子どもを連れてきた。

























初 め て 、金 山 に き た と き は シ ョ ッ ク で 言 葉 が 出 な か っ た 。周 り は 山 ば か り で 、人 間
が 住 む と こ ろ だ と 思 え な い く ら い だ っ た 。こ の よ う な と こ ろ で 生 き て い け な い と 思 っ
た 。で も 、言 葉 も で き な い か ら 、逃 げ よ う が な い 、国 に も 帰 れ な い 。し か し 、家 族 が
と て も や さ し く し て く れ た 。姑 は 最 初 の と き 、中 国 語 を 覚 え よ う と 頑 張 っ た 。結 局 は
覚 え ら れ な か っ た が 、そ の 気 持 ち だ け で も あ り が た か っ た 。紹 介 人 だ っ た 仲 人 さ ん が
よ く 面 倒 を み て く れ た 。先 に 来 て い る 中 国 の 嫁 さ ん た ち と 会 う 機 会 を わ ざ わ ざ 作 っ て
く れ た 。夫 た ち も 積 極 的 に 集 ま り に 連 れ て 行 っ て く れ た 。そ の と き は 、よ く 集 ま っ て
話 を し た 。（ 仲 人 さ ん は 今 の 金 山 町 の 町 長 に な っ て い る 。）町 で も 、い ろ ん な 交 流 会 を
開 い て く れ た 。 た と え ば 、 中 国 の お 正 月 の 春 節 、 3 月 8 日 の 婦 人 の 日 な ど 。 ま た 、 そ
の と き 町 で 日 本 語 教 室 を 開 い て 、外 国 人 妻 に 日 本 語 を 教 え て い た 。週 2 回 く ら い 。い
ま は 、 み ん な 忙 し く て 集 ま ら な い 。  
近 所 の 人 た ち も 優 し く 接 し て く れ た 。い つ も 、お 茶 飲 み し に く る し 、家 に 呼 ん で く
れ た 。そ し て 、料 理 や 農 作 業 ま た は 山 の こ と を よ く 教 え て く れ た 。そ の と き 、だ ん だ
ん こ の 家 は 裕 福 で は な い か も し れ な い が 、生 活 す る に は 困 る こ と は な い と 思 う よ う に





















一 年 く ら い で 子 供 が で き た 。子 供 が で き た ら も う ど こ に も 行 け な い 。子 供 の た め に
も 、こ の 家 で 頑 張 る し か な い と 思 っ た 。子 供 が 生 ま れ て ま も な く 、中 国 の 実 家 に 預 け
て い た 娘 を 日 本 に 連 れ て く る こ と を 相 談 し た 。し か し 、姑 に 猛 反 対 を さ れ た 。半 年 く
ら い も め て い た が 、娘 を 受 け 入 れ て く れ な い な ら 、こ の 家 か ら 出 て 行 く と 言 っ た 。そ
れ で よ う や く 養 子 と し て 、日 本 に つ れ て く る こ と が で き た 。そ の 子 は 今 高 校 二 年 生 で 、
中 国 語 は ま っ た く わ か ら な い 、日 本 人 に な っ て い る 。家 族 み ん な が 優 し く し て あ げ て

















こ の 会 社 は 保 険 制 度 が よ く な く 、扶 養 家 族 に 入 っ て い る た め 給 料 も 低 い 、ま た い く
ら 頑 張 っ て も 社 員 に は な れ な い 。子 供 を 生 ん だ と き 産 休 も な か っ た 。金 山 の 隣 町 の 三
島 に 来 た 友 た ち が 通 っ て い る 会 社 で は 、社 会 保 険 や 産 休 も あ る し 、給 料 も 高 い こ と を
知 っ て 、 面 接 に 行 っ た 。 家 か ら 車 で 30 分 く ら い か か る と こ ろ だ っ た の で 、 姑 に 反 対
さ れ た が 、聞 か な い で 、車 の 免 許 を 取 っ て 通 う こ と を 決 め た 。こ の 会 社 に 入 っ て か ら 、
頑 張 っ て 正 社 員 に も な れ た し 、仕 事 も と て も 楽 し い 。満 足 し て い る 。も し 、こ の 仕 事
が な け れ ば 、 金 山 を 出 た か も し れ な い 。  
 
最 近 、 金 山 か ら 何 人 か の 中 国 人 花 嫁 が 出 て 行 っ た が 、 原 因 は や は り 仕 事 だ と 思 う 。
知 り 合 い の 一 人 は 保 険 会 社 に 勤 め て い た が 、う ま く 行 か ず に や め て 、今 は 子 供 を つ れ
て 金 山 か ら 出 て い っ た し 、も う 一 人 は 老 人 ホ ー ム で 働 い て い た が 、続 か な く て 金 山 か
ら 出 て 行 っ た 。収 入 が な い と 生 活 が 厳 し く な る か ら 、こ こ に 住 み た く て も 住 め な く な


























（ 2）  F さんの事例  
1）結婚と初期適応  
 F さんは、中国の黒竜江省の出身で、1995 年に離婚し、2002 年に
D さんの紹介で同じ地区にいる日本人男性と結婚した。当時本人は


















夫 は と て も い い 人 だ っ た 。中 国 人 と 違 っ て 堅 実 で や さ し い 人 だ 。生 活 上 も 何 に も 心
配 す る こ と が な く 、安 心 し て 暮 ら せ る と 思 っ た 。姑 は 今 年 8 4 歳 で 、健 康 で い い 人 だ 。
だ け ど 、初 め の 頃 一 回 ト ラ ブ ル が あ っ て 、中 国 に 帰 ろ う か と 思 っ た こ と が あ る 。… …
そ の 後 、 姑 も ち ゃ ん と 私 に 謝 っ た し 、 D さ ん も 家 に き て 、 い ろ ん な 話 を し て く れ て 帰
ら ず に す ん だ 。私 は 、何 で も そ の 場 で 言 っ て 、喧 嘩 に な る こ と は 多 い の だ が 、時 間 が
経 っ た た ら 忘 れ ち ゃ う 。そ の た め 、最 初 の こ ろ 結 構 夫 と 喧 嘩 も し た 。そ の た び に 夫 は









私 が い る 部 落 は 年 寄 り ば か り 集 ま っ て い る と こ ろ で 、 7 0 歳 も 若 い 方 だ 。 私 が こ の
家 に 来 た 時 に は 、近 所 の み ん な が お 茶 の み に き た 。み ん な い い 人 で や さ し か っ た 。近
く に 温 泉 旅 館 が あ る ん だ け ど 、来 て 三 ヶ 月 経 っ た と き 、近 所 の お じ い さ ん の 紹 介 で 手












１ 年 １ ヶ 月 後 、妊 娠 し 息 子 を 出 産 し た 。夫 は 大 喜 び で 子 育 て は ほ と ん ど 夫 の ほ う が
や っ て い る よ う な 感 じ だ 。夫 は 家 事 も よ く や っ て く れ る 。例 え ば 、私 が 料 理 を し た ら 、
夫 が 片 付 け を し て く れ る 。今 は 、夫 と 息 子 が 一 緒 に 片 づ け を し て い る 。国 内 に い る 息
子 も 三 年 前 連 れ て き て 、今 年 日 本 国 籍 を 取 っ た 。こ の 息 子 に も み ん な 優 し く 接 し て い
る 。  
 
5）まとめ  


























































































































 本章では、以上のことを明らかにするため、第 2 章で取り上げた
事例の中で、1990 年代に来日し、比較的に安定な定住生活をしてい
る福島県西会津の 3 人の中国人女性を対象に、彼女たちの初期適応


















第 1 節  研究方法と対象者の概況  
 
1 調査と分析  
 本章では、第 2 章で取り上げた福島県奥会津地域に定住している、
A さん、B さん、D さんの 3 名を調査対象とし、彼女たちへのインタ
ビュー調査内容を分析する。上記の調査対象者が居住しているフィ
ールドには、2008 年～ 2012 年の期間、定期的に訪れ、調査対象者と
の信頼関係を構築しながら、彼女たちの実生活に密着した参与観察
も行った。ここで取り扱っているデータは、主に 2010 年に実施した







































おり、 3 世帯同居で、さらに夫婦共働き家庭である。    
 












家族の構成は、図表 3-1 で確認することができる。 3 人とも再婚
で来日しており、来日してすぐ子どもを出産している。その後、国
にいる連れ子を養子として迎え入れているという共通点をもつ。夫
との年齢差は、 A さんと B さんは 9 歳差、 D さんの場合は 14 歳の年





図表 3-1 調査対象者の概況  
 A さ ん  B さ ん  D さ ん  
国 籍  中 国 長 春  
（ 帰 化 ）  
中 国 吉 林 省  
（ 帰 化 ）  
中 国 吉 林 省  
（ 帰 化 ）  
来 日 時 年 齢  30 代 半 ば  30 代 後 半  30 代 前 半  
夫 と の 年 齢 差  8 歳  8 歳  14 歳  
学 歴  大 専  中 学  高 校  
来 日 年 次  1995 1995 1996 
婚 姻 歴  夫 初 —妻 再  夫 初 —妻 再  夫 初 —妻 再  
家 族 構 成  夫 ・ 姑 ・ 子  
（ う ち 一 人 連 れ 子 ）  
夫 ・ 舅 ・ 姑 ・ 子  
（ う ち 一 人 連 れ
子 ）  
夫 ・ 姑 ・ 子  
（ う ち 一 人 連 れ 子 ） 
職 業  
（ 2010 年 当
時 ）  
車 の 部 品 工 場  
（ パ ー ト ）  
車 の 部 品 工 場  
（ パ ー ト ）  
車 の 部 品 工 場  
（ 正 社 員 ）  
日 本 語 レ ベ ル  会 話 ◎ 読 み 書 き ○  会 話 ◎ 読 み 書 き ×  会 話 ◎ 読 み 書 き ◎  
資 格  車 ・ 栄 養 士 ・ 介 護  車  車 ・ 介 護  











4 国際結婚の経緯と結婚直後の課題  
（ 1）  国際結婚のきっかけ   

























生活を始めたいという思いは一致している。（図表 3-2）  
 
 









D： だ っ て （ 日 本 に つ い て の ） イ メ ー ジ が あ る じ ゃ な い 、 ま さ か 日 本 に こ ん な 山 が
あ る と は ね 。中 国 に い た 時 、日 本 の 映 画 を 見 た け ど … 大 阪 と か の イ メ ー ジ ば か り だ っ
た 。と に か く 日 本 に こ ん な 山 が あ る と は 思 わ な か っ た 。想 像 も で き な か っ た 。う ち の
ほ う（ 中 国 ）は あ ん な 平 ら な の に さ 、ま さ か こ ん な 山 だ と は ね 。そ の 時 は 、日 本 は 経













A： こ ん な 深 い 山 だ と は 思 わ な か っ た 。 私 は 田 舎 が す き だ っ た の 、 で 、 私 が 来 た と
き は 9 月 で 、ち ょ う ど 綺 麗 な 時 だ っ た 。そ の 時 、日 本 っ て 本 当 に 素 敵 な と こ ろ だ な と
思 っ た 。本 当 に 公 園 の よ う な 風 景 だ っ た 。農 村 だ と い っ て も 、中 国 と は 違 っ て 道 も す
ご く 良 か っ た 。川 の 水 も と て も き れ い で 、そ こ に は 釣 り を し て い る 人 も み え る し 、道
端 に は 花 が た く さ ん 咲 い て い る 。紅 葉 も す ご く き れ い だ っ た 。そ の と き 、日 本 は 本 当
に 綺 麗 な と こ ろ だ と お も っ た 。  
 
 来日直後の意識はその後の定住に影響を与えると考えられる。理


































「 最 初 来 た 時 、何 だ べ ぇ こ ん な 山 の 中 、で も 言 葉 も わ か ら な い か ら ど こ に も 行 く よ
う な い 。そ れ が 現 実 だ っ た か ら 。こ こ で 言 葉 で も 覚 え よ う 、覚 え て か ら 何 と か し よ う
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1 家族から学ぶ  








D： 私 は 、 １ 日 目 を 開 け た ら カ セ ッ ト を 出 し て 、 本 を 開 く の 。 そ の 中 で 、 最 初 に 覚
え た 言 葉 が 、「 私 は 田 中 で す 」、 そ こ の 田 中 を 変 え て 、「 私 は D で す 。」「 私 は 娘 で す 」
「 私 は 嫁 で す 」と 、そ の よ う に 言 葉 を 変 え な が ら 勉 強 し た 。努 力 し た よ 、努 力 し な い





























B： 日 本 語 ？ ご 飯 は と か 、昼 間 は ご 飯 終 わ っ て じ い ち ゃ ん（ 舅 ）、姑 と テ ー ブ ル に 座
っ て （ 笑 ） ひ ら が な も カ タ カ ナ も 分 か ら な い か ら 。（ 笑 ） 毎 日 ひ ら が な 、 カ タ カ ナ を
見 る の 。そ し て 、台 所 に 行 っ て 、シ ャ モ ジ と か フ ラ イ パ ン と か 持 っ て き て 、こ れ 何 で
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す か と 聞 い て（ 笑 ）そ れ を 聞 き な が ら 、勉 強 し た の 。姑 が ち ょ っ と 教 え て く れ た ん だ
け ど 、フ ラ イ パ ン と か 、茶 碗 と か 教 え て も ら う と す ぐ ひ ら が な で 書 い て 、見 て（ 笑 ）。
あ と 、 テ レ ビ 見 て 分 か ら な い こ と が あ れ ば ま た 聞 く の 。 聞 く け ど 、 姑 が 耳 遠 い か ら 、
自 分 が ひ ら が な で 書 い て 、 夜 、 お 父 さ ん （ 夫 ） が 帰 っ て き た ら 、 ま た 聞 い て 。 あ と 、
特 に 歌 、歌 を い っ ぱ い 勉 強 し た 。意 味 わ か ら な か っ た ら 、あ れ 、ち ょ っ と お 父 さ ん に
聞 い て ～  
 
D： 喋 ら れ る と 聞 く だ け で 、 う ん と か 、 そ れ で 勝 手 に 判 断 し て 、 だ か ら 勝 手 に 判 断
し て 一 人 で 気 を も め た 時 も 何 回 も あ っ た 。そ し て 、漢 字 で 書 き な が ら の 会 話 が 多 か っ
た ね 。本 当 に 自 分 で 判 断 す る の よ 、こ う い う 意 味 か な 、ご 飯 食 べ て と い う 意 味 だ 、そ
う い う 風 に ね ～  だ か ら 、言 葉 は 通 じ な い け ど 、引 っ 張 ら れ た ら 来 て と い う 意 味 、押







































D：料 理 と か も 全 然 違 う じ ゃ な い 、魚 と か も 中 国 で 焼 い て 食 べ た こ と は な い じ ゃ ん 。
そ れ を こ ん な と こ ろ（ ガ ス コ ン ロ ）に い れ て 少 し お け ば や け る ん だ な と 。そ の う ち こ















D： あ ～ こ れ 、 ス ー パ ー の ど こ ど こ で こ ん な さ つ ま あ げ を 売 っ て い た わ と 、 そ れ を
こ う い う ふ う に 切 れ ば こ う い う 形 に な る ん だ と 思 っ て 。そ れ は 誰 が 教 え る と か よ り も 、
み る 、自 分 が 気 を 使 い な が ら 、一 つ ず つ 。と い う よ り も や っ ぱ 自 分 が 努 力 し な い と ね 。
タ ク ア ン は や っ ぱ り 糠 と か 、分 量 と か 、塩 漬 け を ど の く ら い 使 う と か 、重 石 と か 使 う 。
そ れ で 料 理 を し な が ら 重 石 と か そ う い う も の が 出 る じ ゃ な い 。大 根 と か 。で 、こ れ は
さ つ ま あ げ と い う ん だ と か 、そ う い う ふ う に 言 葉 も 勉 強 し な が ら 、煮 る ん だ 、つ け る
ん だ と か 、こ れ は 樽 だ 、樽 に 塩 を 入 れ る ん だ 。で 、塩 は 何 グ ラ ム と い う と 、あ あ 、こ
れ は グ ラ ム と い う ん だ と か ね 。そ ん な 感 じ で 、ま た 言 葉 の 勉 強 に も な る し 、だ か ら 日
常 で 、誰 誰 が 本 当 に も う 学 校 に 行 っ て 、言 葉 を 覚 え る よ り も 日 常 で 覚 え た 言 葉 の ほ う

















3 町行政の支援  











D：「 あ い う え お 」は そ の 時 も う ほ と ん ど 覚 え て い る 嫁 さ ん た ち だ っ た か ら 、本 当 小
学 校・ 幼 稚 園 み た い に 、プ リ ン ト を 作 っ て 絵 と か 描 い て そ れ は …「 こ れ は 犬 で す 」…
そ う い う 風 に 教 え る の ね 。だ け れ ど そ れ は 時 間 が 限 定 さ れ て 、１ 週 間 水 曜 日 だ け と か 、
夜 ２ 時 間 と か 、そ ん な 感 じ だ か ら 、主 に 中 国 の 嫁 さ ん た ち が 、た だ 家 に い る か ら さ び
し い じ ゃ な い 、 だ か ら こ ん な 機 会 を 作 っ て 日 本 語 も 勉 強 し な が ら お 互 い に 交 流 す る 、
そ れ が 主 な 目 的 じ ゃ な い か と 思 う ね 。そ の 時 は 言 葉 が わ か ら な い か ら 、本 当 に も う 大
変 だ っ た 。だ ん だ ん 仕 事 が 見 か る よ う に な っ て 、仕 事 を 始 め る と 忙 し い じ ゃ な い 、だ
か ら だ ん だ ん 通 う 人 も 少 な く な っ て 、で 、結 局 終 わ り に な っ た 。本 当 に 優 し い 気 持 ち
で や っ て く れ た は ず な の に ね ～  
 
A： 最 初 、 家 で 家 族 の 人 と 話 を し て 、 身 の 回 り の 物 を 教 え て も ら っ た 。 そ の 時 、 覚
え ら れ な い か ら 、 全 部 書 い て 覚 え た 。 そ の 後 は 、 町 の 町 長 が 、 国 際 交 流 協 会 の 人 が 、
私 た ち の た め に 日 本 語 教 室 を 開 い て く れ た の 。そ の 時 は 、何 カ 月 通 っ た 。先 生 は 日 本
人 だ よ 、ち ゃ ん と し た 人 だ よ 。そ の 時 、一 緒 に 来 た 人 が 何 人 だ っ け 、一 緒 じ ゃ な く て
少 し 時 期 は ず れ て い る け ど 。み ん な 日 本 語 の レ ベ ル は 違 っ た け ど 。若 い 人 た ち だ っ た
か ら み ん な お ぼ え る の が は や い の よ 。そ の 中 に 、中 学 校 の と き か ら 日 本 語 の 勉 強 を し
た 人 も い た 。そ の 人 た ち は 早 か っ た な 。私 は 外 国 語 が 英 語 だ っ た か ら 、そ う で も な か
っ た け ど 、先 生 が と て も 上 手 な 人 だ っ た か ら 、よ か っ た 。文 字 も 少 し 勉 強 し た な 。最
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初 の 年 は 連 続 で 3 カ 月 勉 強 し て 、次 の 年 に 2 カ 月 く ら い 、全 部 で 5 カ 月 く ら い 勉 強 し
た か な 。毎 週 1 回 く ら い 行 っ た 。私 は そ こ で た く さ ん 勉 強 で き た 。そ の 後 、あ ま り 教
室 も な く な っ て 、後 は な く な っ た 。私 は い ま 日 本 語 で 不 便 な こ と は あ ま り な い ね 、言






































第 3 節  地域社会への参加  
 














イ ン ： 手 伝 い は な に を す る の で す か ？  
Ａ ： 料 理 作 っ た り 、 運 ん だ り  
イ ン ： 部 落 の お 葬 式 の 場 合 は 周 り の 人 た ち が 全 員 行 く の で す か ？  
Ａ：み ん な が い く の で は な く て 、日 本 の 場 合 は 中 国 と ち が っ て 、同 じ 部 落 の な か に 組
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が あ る の 、う ち の 組 に は 、前 は 女 の 人 ５ ，６ 人 い た か ら 十 分 だ っ た け ど 、今 は 組 ご と
に は で き な く な っ た の 。み ん な 年 寄 り に な っ て 体 が 不 便 だ か ら 、手 伝 い も で き な く な
っ た 。だ か ら 、今 は 組 こ と じ ゃ な く て 手 伝 い が で き る 人 が や る 。部 落 が 小 さ い か ら 女
の 人 も す く な い ん じ ゃ な い 、で 、年 寄 り を 除 い て ５ ，６ 人 し か い な い か ら ね 、頼 ま れ









D：「 観 音 講 」っ て あ っ た の よ 、そ れ は 女 の 人 た ち が 集 ま っ て 、観 音 様 っ て あ る じ ゃ
な い 、そ れ を 詠 う よ う に し て 、女 の 人 が お 茶 の み を し て 、お 話 し て 、一 日 遊 ぶ だ け な
の ね 。で 、昔 は 女 の 人 が 家 か ら 出 る 用 な い じ ゃ な い 、だ か ら そ ん な 機 会 を 作 っ て 女 の
人 た ち が 一 日 休 む よ う に そ う い う 行 事 と い う か 、風 習 み た い に あ っ た み た い で 、今 は
み ん な 旅 館 と か で や っ て い る ん だ け ど 、前 は 、今 月 は こ の 家 、次 に は こ の 家 と ま わ っ
た の 。 だ か ら そ の 時 年 と か も 関 係 な く み ん な 一 緒 に や っ て い た 。 だ か ら 、「 観 音 講 」
の 歌 詠 み と か 私 や っ て い た よ 。一 番 か ら 三 三 番 ま で 歌 う ん だ け ど 、一 人 が 詠 む と み ん
な 本 を み な が ら 隣 で 真 似 し て 詠 む の 、 い ま は お 葬 式 で も そ れ や っ て い る の 、 歌 詠 み 、
同 じ だ っ た わ 。 面 白 い よ 。  
 















A： 生 活 面 の こ と が 多 い な 。 日 本 人 は よ く 教 え て く れ る の 、 料 理 と か 、 農 業 の こ と
も 全 く 知 ら な か っ た か ら 。 来 た ば か り の 時 、 覚 え て い る の は 、 中 国 で は 60 歳 に な る
と 定 年 退 職 し て も う 仕 事 し な く な る じ ゃ な い 。私 が 来 た と き 、う ち の 姑 の 兄 夫 婦 が ち
ょ う ど 80 歳 に な っ て い た の 。 そ の 時 ち ょ う ど 稲 刈 り だ っ た か ら 、 姑 が 手 伝 い に 行 く
か ら 私 も つ い て 行 っ た の 。 そ の 時 、 8 0 歳 に も な っ た お 年 寄 り が 仕 事 を し て い る よ 。
私 は や っ た こ と な か っ た け ど 、お 年 寄 り に は 負 け ち ゃ い け な い と 思 っ て 、教 え て も ら
い な が ら や っ て み た の 。二 日 く ら い 手 伝 っ た よ 。大 体 は 機 械 で や っ て い た け ど 、周 り
の と こ ろ だ け 手 で 刈 っ て 、し ば る 作 業 を す る の 、し ば る こ と は す ぐ に は 覚 え ら れ な か
っ た か ら 、 私 が 刈 っ て お く と お ば あ ち ゃ ん が 後 ろ で し ば っ て く れ た の 。 そ れ を み て 、
日 本 人 は 本 当 に 勤 勉 だ な と 感 動 し た よ 。 中 国 で 80 歳 だ っ た ら も う 長 老 だ よ 、 ま た そ
ん な 長 生 き す る 人 も 少 な い し ね … そ れ で 、日 本 人 は 生 活 が 豊 か で も 勤 勉 だ な と 思 っ た 。
年 寄 り に な っ て も 仕 事 を 頑 張 っ て い る な と 。そ う い う と こ ろ に 感 激 し た 。人 は 年 を と
っ て も 運 動 を し た 方 が い い の よ 、日 本 人 は 勤 勉 だ か ら ず っ と 仕 事 を し て い る け ど 、中











D： い ろ ん な こ と だ ね 、 私 は た だ 聞 く だ け だ け ど 、 ど こ の 家 の お ば あ ち ゃ ん は ど う
だ っ た と か 、ど こ の 家 の 嫁 は ど う だ っ た と か 、あ ら ま 、大 変 だ わ と か 、ジ ャ ガ イ モ の
芽 が も う こ ん な に 伸 び た ぞ と か 、ジ ャ ガ イ モ で た よ と か 、畑 に 何 ま い た の と か 、い ろ
ん な 話 題 を ね 。そ こ で 、何 月 は ジ ャ ガ イ モ 植 え る ん だ と か 、ジ ャ ガ イ モ 終 わ っ た ら ト
ウ モ ロ コ シ 植 え る ん だ と か 、そ れ は そ こ で 勉 強 し た 。山 菜 と か も 採 り に 連 れ て 行 っ て
も ら っ た の 、親 戚 の お 姉 さ ん に 、山 好 き っ て い わ れ て 、山 好 き と い っ た の 、そ の 時 は
ま さ か 蛇 が い る と か 熊 と か も 全 然 わ か ら な く て 、中 国 に い た 時 は 山 行 っ た っ て 、お 金
払 っ て 行 く ん じ ゃ な い 。で 、行 っ て み て も い い ん じ ゃ な い か と 思 っ て 行 っ た の 。そ の
う ち に 蛇 が い る よ 、 熊 が い る よ と 、 私 が 来 た 時 は 雪 が 深 か っ た の 、 だ か ら 「 こ ご み 」
と か も 遅 か っ た し 、寒 か っ た か ら 蛇 も い な か っ た の 、で も 次 の 年 か ら は も う 駄 目 、蛇
と か が い て 怖 く て 、 で も 毎 年 一 回 は 行 っ て い る ん だ ね 。  
 





























第 4 節  仕事を通しての学習  
 
1 地元職場  


















B：私 は 、来 て 一 カ 月 経 た な い う ち に 仕 事 を し た 。か ば ん の 工 場 、こ っ ち に あ る の 、
10 人 く ら い 使 っ て い る 工 場 な の 。 来 て 一 か 月 経 っ て い な い う ち に 、 あ ま り 言 葉 の 勉
強 も で き な い 、 毎 日 年 寄 り と 一 緒 に い る か ら 嫌 に な っ て 、「 働 き 、 働 き 」 と 、 そ の 時
言 葉 が で き な い か ら 、「 働 き 、 働 き 、 い く 、 い く 」 と い っ て 。 お 父 さ ん （ 夫 ） が 紹 介
し て く れ た 。 う ち ら の 仲 介 を し て く れ た 社 長 が 「 や っ ぱ り 、 B さ ん 、 う ち で さ び し い
か ら 、苦 し い か ら 、言 葉 が で き な い か ら じ ゃ な い の 」と 言 っ て く れ て 、お 年 寄 り と 一





















B： そ ん で 、ハ サ ミ で 切 っ て と 言 う こ と を 、日 本 語 で 何 と か 何 と か 言 わ れ れ ば 、「 ハ
サ ミ 、ハ サ ミ 」と 覚 え て 、仕 事 を 教 え て も ら う と き 、こ う い う ふ う に や る ん だ と 日 本
語 で し ゃ べ れ ば 、何 回 も 、何 回 も 聞 く う ち に 、こ う や れ と い う の か な と 思 っ て 、そ の
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通 り に や っ て 、あ と で 徐 々 に 覚 え た  …  朝 も 、お 昼 の 時 間 も ち ゃ ん と 話 を し て 、分
か ら な い こ と を 教 え て も ら う の 、  
 
B： 私 、 お 茶 の コ ッ プ を 持 っ て い か な か っ た の ね 、 そ し た ら B さ ん 、 お 茶 の コ ッ プ
な い ね っ て 言 わ れ て 、す ご く 丁 寧 に 教 え て く れ て 、う ん 、私 、休 み の こ と 分 か ら な か
っ た か ら 、今 は 休 み だ 、仕 事 は ダ メ と 教 え て も ら っ て 、あ ～ そ う な の か と 思 っ て 。う
ん 、お 昼 ご は ん を 食 べ て 、一 時 間 な の で 、そ こ で 弁 当 を 持 っ て 、み ん な 寝 る 時 、あ の 、
寝 な い 人 も い る の 、そ れ で な ん か 話 し し た り し て 。そ れ で 、今 日 、ま た 一 つ 覚 え た と 、














D： 言 葉 が わ か ら な い け ど 、 挨 拶 は で き た よ 。 で も 、 布 と か ミ シ ン と か は わ か ら な
か っ た 。生 地 、布 と か の 言 葉 は そ こ で 覚 え た よ 。そ こ で 職 場 の 言 葉 を 覚 え た 。糸 も ね 。
こ れ は 黒 だ と か こ れ は グ レ ー だ と か 、こ の 生 地 に は 黒 の 糸 を 使 う ん だ と 、で 、こ れ を
糸 と い う ん だ と か 。  
 
イ ン ： 言 葉 が で き な く て も 仕 事 は で き る と い う こ と で す か ？  
Ａ ： そ う だ ね 、見 な が ら 覚 え る か ら 。そ れ で 練 習 を す る の 、何 時 間 も 、ミ シ ン だ け
と か 。中 国 で ミ シ ン を や っ た こ と あ っ た け ど 、あ れ は 足 で 踏 む や つ じ ゃ ん 、こ っ ち は
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電 動 だ か ら 、そ れ を ３ 時 間 く ら い 練 習 し た 。ほ か の 人 は 一 日 練 習 す る ん だ っ て 、で も
私 は ち ょ っ と 早 い ほ う 。あ ら こ ん な に で き る ん だ と い わ れ て い た の 。そ れ で 、そ の 日
の 午 後 か ら 本 格 的 な 仕 事 を や ら せ て み ま し ょ う と な っ て 。で 、午 後 か ら 、ゆ っ く り し
て も い い の で 調 整 し な が ら ね 。私 は 三 日 で 仕 事 に 慣 れ て 、一 週 間 で ほ か の 人 た ち と 同
じ 量 の 仕 事 が で き る よ う に な っ た 。本 当 に 職 人 か も 、仕 事 名 人 だ よ 、何 や っ て も ね ～















B： そ の 時 、 言 葉 は も う 少 し で き る よ う に な っ て い た 。 基 本 的 な 言 葉 も 話 せ た し 、
簡 単 な 言 葉 だ け ど ね 。仕 事 は 、言 葉 が で き な く て も 覚 え ら れ る 。あ と 、中 国 人 が い た
か ら 、教 え て も ら え た …  日 本 人 と は ね 、班 長 と 同 じ バ ス で 通 勤 し て い た か ら 、私 は 、
面 倒 を よ く 見 て も ら っ た よ 。 な ん か あ る と 教 え て く れ た り ね 。  …  う ～ ん 、 ま ぁ 、
友 達 と い う よ り 同 じ 地 区 の 人 だ か ら ね 。い ろ い ろ 教 え て く れ る の 、仕 事 の こ と ね 。会
社 の 中 で も 、そ の 人 が 班 長 だ か ら 、そ の 分 私 も み ん な に よ く し て も ら っ た よ 。い つ も
班 長 と 同 じ バ ス で 通 勤 し て い た か ら 、自 然 に よ く し て も ら え た し 、他 の 人 も そ れ な り
に よ く し て く れ た と 思 う よ 。日 本 人 は 真 面 目 だ ね 、お し ゃ べ り と か も し な い ね 。だ か
























日 本 人 と 中 国 人 、ま 、私 が 中 国 人 の 代 表 は で き な い ん だ け れ ど 、考 え 方 が 全 然 違 う
ん だ も ん ね 、う ち ら は 同 じ 条 件 で 、も う ち ょ っ と 給 料 が 多 い な ら ば そ こ に 行 く と か あ
る ん じ ゃ な い 。 日 本 人 は そ れ が わ か っ て も い か な い の ね 、 遠 い か ら 通 え な い と い う 。
収 入 が す く な く て も 、 こ こ 地 元 で や っ た ほ う が い い と か そ ん な 考 え 方 だ 。  
 


















































































































 本章では、国際結婚をし、日本の過疎農村地域でほぼ 20 年に渡
って定住している女性の適応過程を経時的な視点で分析し、彼女た
ちの定住を可能にした学習に焦点をあてつつ、定住を実現していく





























































































































第 1 節   国際結婚した女性の就労意識  
 
1 調査と分析  
D さんの個人状況や定住状況については、第 2 章と第 3 章で具体






ることができた。本章では、 2010 年、 2011 年、 2014 年に行ったイ
ンタビューに基づき、主に就労に関する内容を中心に分析していく。 
 
2 来日前の就労経験  
















農 民 の 子 ど も は 農 村 に 帰 り 、 労 働 者 の 子 ど も は 工 場 で 親 の 仕 事 を 継 ぐ 感 じ 。
農 村 に 帰 る こ と は 、こ っ ち で は 就 職 と 言 え な い じ ゃ ん 、で も 当 時 の 中 国 で は 土
地 が 全 部 、国 の も の だ か ら そ れ が 就 職 に な る 。農 業 を す る の も 国 家 の た め に す
る こ と だ か ら ね 。そ の 時 は ね 、今 み た い に「 責 任 制 」じ ゃ な い か ら ね 、人 民 公
社 制 度 だ か ら 。 だ か ら 、 100％ 就 職 で き て い る の よ 。 で 、 そ の 時 よ く 外 国 で 失
業 し て い る と 聞 く け ど 、な ん で 失 業 が あ る の か と 思 っ て い た よ 。不 思 議 だ と お
も っ て い た 。ニ ュ ー ス も 今 み た い に テ レ ビ が あ る わ け で は な く 、新 聞 を 読 む と
外 国 は 、資 本 主 義 国 家 は 、失 業 率 が 何 ％ と か あ る か ら 。今 考 え て み る と 、中 国
で も 「 下岗」（ リ ス ト ラ ） と か は 失 業 だ も ん ね 。 そ の 時 は 、 そ う い う 意 識 が な

















80 年 代 は そ ん な に 変 わ ら な い な 。本 当 に 変 わ っ た の は 90 年 代 に 入 っ て か ら 。
80 年 代 は ま だ よ か っ た 。私 が 嫁 に 行 っ て 戻 っ て か ら 、み ん な 変 わ っ て い た ね 。
80 年 代 の と き は 、 キ ュ ウ リ を 栽 培 し て 一 万 元 （ 20 万 ～ 25 万 円 ） 儲 か っ た 人 が
い た ら も う 大 変 な こ と よ 、 今 は も っ と お 金 を 持 っ て い る お 金 持 ち も い る け ど 、
そ の 時 は 一 万 元 あ れ ば 相 当 お 金 持 ち だ よ 。そ の 時 の 平 均 月 給 が 30 元（ 500～ 600
円 ）、 40 元 で 、 そ の 後 は 60 元 に 上 が っ た け ど 、 年 収 が 一 万 元 超 え た と い う こ
と は 大 し た も の で し ょ う 。 そ れ が 80 年 代 の 後 半 く ら い か な 。 あ ～ 本 当 に 昔 の
こ と を 語 っ て い る み た い だ ね ぇ ～ 自 分 が 経 験 し た こ と な の に ～  
 









そ う だ ね 、結 婚 し て 故 郷 を し ば ら く 離 れ て い た け ど 、元 夫 が 亡 く な っ て 、実
家 に 帰 っ て き た 。 そ の 時 、 個 人 で 「 承 包 （ 生 産 責 任 制 ）」 が 始 ま っ て い た 。 農
作 業 は 田 植 え が 終 わ れ ば 時 間 が あ る か ら 、出 稼 ぎ を し た の 。飲 食 店 で 働 い た り 、
北 京 に 働 き に 行 っ た り 、い ろ い ろ し た な 。そ の 時 は 決 ま っ た 仕 事 が な か っ た か
ら ね 。国 営 の 企 業 に は 農 民 は 入 れ な い し 、農 家 の 子 ど も と 都 会 の 労 働 者 の 子 ど













そ ん な 状 態 だ か ら 、改 革 開 放 で 外 国 に も 行 け る よ う に な っ た し 、外 国 に 行 っ
て 戻 っ た 人 は み ん な お 金 を 稼 い で 帰 っ て き た 。「 労 務 」（ 出 稼 ぎ 労 働 者 ）で 行 っ
た 人 た ち も 一 年 で 何 万 元 も 稼 ぐ っ て よ 。時 代 の 流 れ だ ね 。そ の 時 、み ん な「 労
務 」で 外 国 に 行 き た く て も 行 け な か っ た か ら 、私 も そ れ で 何 回 も 行 こ う と し た
の だ け ど で き な く て 、い ろ い ろ 苦 労 し た 。そ し て 、国 際 結 婚 と い う も の が あ る
と い う 情 報 が は い っ た の よ 。「 労 務 」 に い く の に は 仲 介 に 仲 介 料 を 払 わ な け れ
ば な ら な い し 、そ れ で 騙 さ れ た 人 も た く さ ん い た 。国 際 結 婚 は お 金 も 要 ら な い
し 、外 国 に 行 け る と 思 っ た 。ま 、外 国 に い く 近 道 と も い え る で し ょ う 。そ れ で
国 際 結 婚 を し た 人 が ほ と ん ど だ と 思 う 。そ の 頃 日 本 に き た 嫁 さ ん た ち は そ の 考


































































































第 2 節  職場における主体性構築  
 





社した時点で、 D さんと D さんの友人の中国人妻が 2 人が就労して
いる状況であった。  
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私 は ど う し て も 正 社 員 に な り た い と い っ て い た 。あ な た（ 筆 者 ）に 聞 か れ る の と 同
じ く 、会 社 か ら も ど う し て 正 社 員 じ ゃ な き ゃ だ め な の か 、そ の 理 由 を 書 い て く だ さ い
と 言 わ れ た の 。な ん と な く 正 社 員 に な れ ば 仕 事 の 雰 囲 気 も 違 っ て く る 感 じ が し た 。臨
時 社 員 も 、パ ー ト も 社 会 保 険 と か 、か け て も ら っ て い る ん だ け ど 、正 社 員 の 場 合 は 退
職 金 っ て あ る ん だ っ て ね 。臨 時 社 員 と か 准 社 員 と い う の は そ れ が な い と い う の よ 。で 、
正 社 員 の 場 合 は 会 社 が 倒 産 に な っ て も 会 社 か ら の 保 証 が あ る し 、首 に な る 時 も パ ー ト












正 社 員 に な れ ま す か と 何 度 も 、何 度 も チ ャ ン ス が あ れ ば 聞 い た の ね 。な ん で で き ま
せ ん か と か 、い つ も 聞 い た け れ ど 、結 局 は 外 国 人 だ か ら 正 社 員 に は し て く れ な い 傾 向
 117 
が あ る み た い で 、「 じ ゃ 、 私 は 帰 化 し ま す 、 日 本 人 に な り ま す 。」 と い っ た 。  
日 本 人 に な っ て 、本 籍 と か あ る ん じ ゃ な い 、そ れ で「 帰 化 さ れ た 日 本 人 」に な っ て
い た 。帰 化 さ れ た 日 本 人 で も 日 本 人 は 日 本 人 だ か ら ね 。外 国 人 登 録 証 と か も 必 要 な い 、
保 険 証 と か も ね 。 普 段 は み ん な D（ 日 本 の 名 前 ） と い う 呼 び 方 を し て い る 、 そ う な っ
て い る ん だ け ど 、社 会 保 険 と か 、厚 生 年 金 と か 、か け て も ら っ て い る ん じ ゃ な い 、そ
の 年 金 帳 と か に は 全 部 向 こ う（ 中 国 ）の 名 前 だ っ た の よ 。帰 化 を し て そ れ ら に も 名 前
が 変 わ り 、本 当 に 日 本 人 に な っ た と い う こ と が 分 か っ た 。そ の 時 、私 は ど う し て も 正













同 じ く 仕 事 を し て い て も 私 の 場 合 は 、本 当 に が ん ば っ て い る ん だ け ど 、仕 事 の 効 率
的 に も 30％ は い つ も ア ッ プ す る よ う に や っ て い る の よ 。 こ ん な に や っ て い る の に な
ん で 正 社 員 に し て く れ な い の っ て 、そ れ が 気 に な っ て 、で 、会 社 も や っ ぱ り 認 め た み
た い で 。（ 正 社 員 ） や っ て く れ た か ら 。 会 社 と い う の は 、 う ち の 会 社 は 子 会 社 で 、 だ
か ら 、会 津 若 松 の 親 会 社 で も 、私 、結 構 有 名 だ よ（ 親 会 社 に 出 張 し た と き 仕 事 の 能 力
































会 社 は 、会 津 の 親 会 社 と ず っ と 交 流 が あ っ て 、親 会 社 に １ カ 月 と か 2 カ 月 く ら い 手
伝 い 派 遣 を さ れ る な ど 、 そ う い う こ と を や っ て い た の 。 私 は 「 カ シ ミ （ 部 品 名 ）」 や
れ ば カ シ ミ 名 人 に な る の よ 。普 通 の 人 は 18 00 個 し か で き な い ん だ け ど 、私 は 28 00 個
や る ん だ よ 。そ し て や り 方 と か も 私 が こ う い う 風 に す れ ば い い よ と い う と 、そ の も の
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を つ く る の に 何 分 か か る を 測 る の が あ る み た い で 、私 が そ の 全 部 の 記 録 を 塗 り 替 え た
の 。時 間 的 に ね 。だ か ら 、そ の コ ー ス が 全 部 変 わ っ ち ゃ っ た の 、そ れ で 有 名 に な っ て
























入 社 し て す ぐ だ よ 、 私 が 入 社 し た と き 、「 小 集 団 活 動 」 が あ っ た 。 た だ そ の 時 は 自
分 で 提 案 す る と か は 、ま っ た く で き な い ん じ ゃ な い 。た だ 、聞 い て い る だ け で 、そ の
う ち に 慣 れ て き て 、「 仕 事 ぶ り を み る と D さ ん は 何 か 提 案 で き る の で は 」と 言 わ れ た 。  
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言 葉 が う ま く で き な い ん だ け ど 、 中 途 半 端 な 言 葉 で 話 し た 。「 こ う い う こ と な の か
な と 言 わ れ る 」 と 、「 そ う い う こ と で す 」 と い う や り 取 り を し た 。 相 手 だ っ て 理 解 し
よ う と 努 力 し て く れ て 、中 途 半 端 な 言 葉 だ け れ ど も 、こ う い う 意 味 で こ れ を 言 い た い
で し ょ 、と 言 っ て く れ る 。そ う す る と 、あ ー そ う そ う と 。私 が 思 っ た 通 り に し ゃ べ る
こ と が で き な く て 、理 解 し よ う と し て く れ る 人 た ち も 苦 労 し た と は 思 う が 、な ん と な
く 通 じ て 、 そ の 時 も い ろ ん な 勉 強 が で き た と 思 う 。  
 














そ の う ち 、中 国 人 が も う 2 人 入 っ て き た か ら 、全 部 で 4 人 に な っ た の ね 。そ し た ら
社 長 か ら 中 国 人 だ け で グ ル ー プ を 作 っ て 、自 分 た ち の 提 案 を や っ て み な い か っ て い わ
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れ て 。そ れ で 中 国 人 だ け で 、班 長 が 1 人 か 2 人 つ い て き て や っ て み た の 。私 は そ の 時
「 書 記 」で 、も う 一 人 リ ー ダ ー が い た 。そ の 時 は 主 に 私 だ ね 、私 が あ な た ち ょ っ と 片
手 で や っ て み て 、ま た 両 手 で や っ て み た ら と 指 示 し て 、な ん と な く ま と め た の 。そ し
た ら 会 津 の 親 会 社 に 認 め ら れ た の ね 。 そ れ で グ ル ー プ で 20 00 円 の 賞 金 を も ら っ た 。  
 

















3 まとめ  





















































1 参加の連続と矛盾   
 D さんが入社したあと、会社では外国人の雇用が増えていき、従















新 人 が 入 っ て く る た び に 、 D さ ん 指 導 し て と い わ れ る 。 新 人 は ま だ 何 も わ か ら な い
か ら 私 が い っ た 通 り に や る 。で も 古 い 人 た ち は「 そ れ は D さ ん で し ょ 、わ た し は こ う
い う や り 方 に 慣 れ て い る か ら 、こ れ し か で き な い 」と い う の 。で も 、今 に な っ て 結 局














中 国 で は こ ん な こ と は な か っ た と 思 う よ 。中 国 に い た 時 も 、私 は 、い つ も い ろ い ろ
指 示 を だ す 仕 事 を し た け ど 。中 国 に い る 時 、靴 の 工 場 で 働 い た 時 も そ う だ け ど 、そ の
時 も 自 分 で は そ ん な に 仕 事 が で き た と は 思 っ て い な か っ た が 、い つ も ベ テ ラ ン の 人 か
ら（ 新 し い や り 方 に つ い て ）指 導 し て と い わ れ る の 。そ し て 、ビ ニ ー ル 工 場 に い た 時
も い つ も リ ー ダ ー を や ら さ れ て い た の 。そ の ほ か に も リ ー ダ ー と か に な っ て い た け ど 、
そ ん な こ と い わ れ た こ と は な か っ た な 。自 然 に 私 が こ う い う ふ う に し て と い う と そ の
通 り に し て く れ た り し た よ 。  
 
（ 2）上司との関係  










日 本 人 は 合 わ せ る だ け 、ま あ ～ 合 わ せ る し か な い ん だ け ど 、そ れ が ど う し て も 辛 い 、
と い う か 正 直 辛 い 。中 国 人 は そ れ に つ い て「 何 で 」と 思 う が 、日 本 人 は そ れ を 聞 か れ
る と 逆 に 何 で と 思 う 。上 司 か ら 何 か 言 わ れ た と き 、そ れ が 絶 対 間 違 っ て い る っ て み ん
な が 分 か っ て い て も 誰 も 言 わ な い 。私 は そ う い う こ と が だ め な の 。私 は そ れ は 間 違 っ
て い る 、分 か っ て い る の に な ぜ そ う い う こ と を し な け れ ば な ら な い の ？ と 言 い た く な
る 。 で も 、 日 本 人 は 言 わ な い の 。「 や れ っ て 言 わ れ た ら や る 」 と 。  
い ま 、私 も 結 構 慣 れ て い る 。や れ っ て 言 わ れ た か ら 、や る こ と は や る ん だ け れ ど 言
い た い こ と は 言 わ せ て と 言 う 。 こ う い う と こ ろ が 日 本 人 と 違 う と 思 う 。「 日 本 人 は 何
で そ こ ま で 言 わ な け れ ば な ら な い の ？ 」と 言 う ん だ け ど 、今 は こ う い う 考 え 方 も あ る
な ～ と 思 う よ う に な っ た 。 や る は や る ん だ け ど 言 い た い こ と を 言 っ て か ら や る 。  
こ う い う と こ ろ は ど う し て も 納 得 で き な い し 、好 き じ ゃ な い 。そ れ が ス ト レ ス に な










最 近 、 会 社 に ク レ ー ム が あ っ た の 。 ク レ ー ム 対 策 を い ろ い ろ や っ て い る ん だ け ど 、
ダ ブ ル チ ェ ッ ク を や っ て い る 。私 に 言 わ せ る と あ れ 、ば か ば か し い の 。や り 終 わ っ た
こ と な の に 、も う 一 回 や る 必 要 あ る ？ あ れ は 効 率 的 に も 悪 い 。こ こ ま で 人 を 信 じ な か
っ た ら 、仕 事 や っ て も ら え な い じ ゃ な い か と 言 い た く な る 。で も 、落 ち 着 い て 考 え て
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み る と 日 本 人 は 素 晴 ら し い と も 思 う 。そ れ を 我 慢 し て や れ っ て 言 わ れ た か ら 不 満 も 言
わ な い で 、 や っ て い る ん だ な と 。 私 は す ご く 不 満 が あ る 。 不 満 が 涌 い ち ゃ う 。  
 
























ほ か の 人 は 、作 業 の や り 方 を 変 え て 、多 く で き た（ 生 産 性 を 上 げ た ）と い っ て 、親
会 社 に 提 案 し て 賞 金 も も ら っ て い た 。 私 に は そ う い う こ と は 一 つ も な か っ た 。 ま た 、
ク レ ー ム の 早 期 発 見 で １ 人 １ 万 円 の 賞 金 を も ら っ た こ と が あ っ た の 。私 は 結 構 細 か い
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こ と ま で 気 配 り が で き る 人 だ と 思 う の ね 、そ れ で 何 回 も ク レ ー ム 防 止 を し た の に 賞 金











2 妥協と適応  








（ 1）価値観の違い  
 考 え 方 が ね ～  ど う し て も 日 本 人 の 考 え 方 が 理 解 で き な い の 。 例 え ば 、 仕 事 場 で
同 じ 仕 事 を し て い る の に 男 の 人 と 女 の 人 も 同 じ 仕 事 を し て て も だ よ 。中 国 の 場 合 は 能
力 給 に な っ て 女 の 人 も 男 の 人 も み な 同 じ 給 料 で 、能 力 が あ れ ば そ の 分 取 れ る 。日 本 の
場 合 は 本 当 に 同 じ 仕 事 を や っ て 、は る か に 女 の 人 が 優 秀 で あ っ て も 、男 の 人 よ り 給 料
が 低 い 。最 初 か ら 男 の 人 の 給 料 と 女 の 人 の 給 料 は は っ き り 決 ま っ て い る 。そ う い う も
の だ と 思 う と な ん か 納 得 で き な い 。で も 、日 本 人 は そ う 思 わ な い 。だ か ら 私 は 中 国 人





















今 は 、ど う で も い い と 思 う よ う に な っ た 、一 日 過 ぎ れ ば と 、ま 、性 格 が こ う だ か ら
「 そ う じ ゃ な く て こ う す れ ば も っ と い い の に 」と 思 う け ど 、前 は 私 の 意 見 を 通 さ な い
と だ め だ っ た の ね 。で も 、今 は 言 お う と し て 途 中 で や め ち ゃ う の 、言 っ て も 無 理 だ し 、
言 わ な く て も 8 時 間 過 ご せ る の に 、と か 思 っ て ね 。た ま に は 、こ れ は 年 の せ い じ ゃ な


























あ 、人 間 関 係 も 、ま 、辛 い 時 も あ っ た の ね 、ま 、最 初 は 何 も わ か ら な い か ら 、た だ 、
こ の 仕 事 楽 し い 、自 分 の 楽 し さ し か わ か ら な い 、と い っ て 、一 所 懸 命 や る 。自 分 は 一
所 懸 命 や る つ も り で い て も 、な ん と い う か 、で き な い 人 も い る か ら ね 、今 考 え る と そ
れ も チ ー ム ワ ー ク っ て 言 え る よ ね 。み ん な の 気 持 ち を 考 え な が ら や れ ば な お よ か っ た
じ ゃ な い か と 、今 に な っ て か ら 、今 に な っ て か ら だ よ 。あ の 時 は 、な ん で 私 一 所 懸 命
や っ て い る の に 、お 前 に は 言 わ れ た く な い わ と い う 感 じ が す ご く 強 く て 、そ う す る と
そ れ が ま た 自 分 に 返 っ て く る じ ゃ な い 。  う ん 、 そ う い う 時 も あ っ た け れ ど 、 ま 、 そ
れ も 一 時 的 ね 。  (2 01 3 年 の イ ン タ ビ ュ ー  介 護 の 仕 事 へ と 再 就 職 )  
 
3 再就職を通した意識の変化  























 結 構 ね 、ま 、苦 し い 時 も あ っ た ね 、読 め な い 時 も あ る し 、テ ス ト 受 け る 時 。で も 、
な ん と い う か な 、教 科 書 と い う か 、講 習 の 資 料 が あ る か ら 、そ の テ キ ス ト を も う 毎 日
読 ん で い た 。日 本 人 は 一 回 で 読 め る ん だ け ど 、私 の 場 合 は も う 3 回 4 回 も 読 ま な い と
い け な い 、倍 以 上 の 努 力 を し な く て は い け な い 、そ れ が あ っ た ね 。テ キ ス ト の 中 に 専
門 用 語 と か 、そ れ は 、ま 、み ん な 同 じ 、日 本 人 で も 専 門 用 語 が 知 ら な く て 勉 強 し な け
れ ば な ら な い け れ ど も 、私 は 、カ タ カ ナ 言 葉 が 分 か ら な い 。そ れ を い ち い ち カ タ カ ナ
の 辞 書 を 調 べ た 。（ 笑 ） い ま 考 え る と 、 全 部 忘 れ た と い う 感 じ だ け れ ど 、 そ の 時 は 買












が主な対象であるため、 24 時間の対応が必要である。  
介護の仕事は労働条件が厳しいため、常に人手不足の課題を抱え















    
本 当 に チ ー ム ワ ー ク が 大 事 な の よ 、介 護 は 本 当 チ ー ム ワ ー ク が 大 事 。利 用 者 さ ん を
一 人 で こ の 人 ば か り と 決 ま っ て い る わ け じ ゃ な い の ね 。も う 一 人 が 介 助 に 入 ら な け れ
ば い け な い 時 に は 、仲 良 く な か っ た ら 、も う 、知 ら ん ぶ り し た ら 大 変 じ ゃ な い 。だ か
ら み ん な が 、み ん な を か ば い な が ら 、お 互 い に 、利 用 者 さ ん も そ う だ け ど 、ス タ ッ フ
た ち も 、も う 声 か け な が ら や ら な い と や っ て い け な い 仕 事 な の 。そ う な の よ 、だ か ら
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チ ー ム ワ ー ク は 大 事 。ま ず 、性 格 が あ わ な い と か 、そ れ は あ る か も し れ ま せ ん が 、ま 、








ない。 D さんは介護の仕事を通してそれを学んでいった。  
   
仕 事 仲 間 と 人 間 関 係 を 維 持 す る 、そ れ は 難 し い こ と だ よ 、正 直 言 っ て 、だ け れ ど 生
き 残 る た め に は も う 、 難 し い だ け れ ど 逃 げ る こ と は で き な い か ら 、 向 き 合 っ て 、 ま 、
私 は 言 う よ ね 、 た ま に 、「 え 、 こ う い う ふ う に 言 っ て も ら っ た ら 、 私 も っ と わ か っ た
は ず な の に 」 っ て い う の 。 甘 え る 時 も あ る の 。「 私 外 国 人 な の に 、 そ う い う 日 本 語 を
使 っ た ら 私 、 わ か ら な い よ 」 と い っ た ら 、「 あ あ 、 そ う だ っ た の 」 っ て 言 っ て く れ る
と き も あ る し 、本 当 に 怒 っ て「 や 、こ の 人 と は い や だ な 」と 思 う と き も あ る の 。で も
ね 、大 人 だ 、今 は 、な る べ く 、ね 、こ ん な 時 も あ る 、こ ん な 人 も い る ん だ な と 考 え て
み る 、考 え る よ り も 喋 っ て み る と 、こ の 人 は こ う い う 考 え 方 で こ う い う ふ う に し た ん
だ と か 、あ あ 、こ う い う 考 え 方 も あ る な と か 、そ う い う ふ う に お 互 い に 、私 は こ う い
う 考 え 方 だ と 言 っ た り す る こ と 。だ か ら 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン な の ね 、も う 、介 護 は
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 。う ん 、介 護 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン だ 。利 用 者 さ ん と も そ う だ し 、
ス タ ッ フ と も そ う だ し 、 だ か ら 、 日 本 語 が う ま く で き れ ば 本 当 に 有 利 な の ね 。  
 






















































１  家庭関係の変化  










































































私 の 考 え で は 、 子 供 た ち が 私 み た い に 、 田 舎 で こ う い う 生 活 を 送 る の が 、 い や だ 。
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お 母 さ ん み た い な 生 活 は さ せ た く な い 気 持 ち だ ね 。そ う す る と 、や っ ぱ 、勉 強 し て 大










子 ど も の 教 育 を お 父 さ ん に 任 せ る と 、多 分 学 校 は 、義 務 教 育 ま で は 、行 か せ た と 思
う よ 。だ け ど せ い ぜ い 高 校 ま で じ ゃ な い ？ も し か し た ら 中 学 校 終 わ っ た ら 仕 事 さ せ た
か も し れ な い 。近 所 の 親 戚 の お ば あ さ ん は い つ も 家 に 来 て「 女 は ね 、嫁 に 行 け ば い い




































日 本 人 の 生 活 は 全 部 こ ん な の じ ゃ な い ？ わ た し だ け じ ゃ な っ く て 、主 婦 で い ら れ れ
ば ま た 別 だ け ど 、勤 め る 主 婦 た ち は み ん な こ ん な 感 じ か も 。都 会 と 何 が 違 う か と い う
と 、隣 近 所 と の つ き あ い が あ る か ら 、そ れ は 違 う か も ね 、あ と 、み ん な 同 じ じ ゃ な い ？
私 は 本 当 に 時 間 が な い の よ 、 農 村 だ か ら さ 、 畑 あ る じ ゃ ん 、 休 み の 日 は 畑 や っ た り 、
田 圃 も ち ょ っ と あ る ん だ か ら 田 圃 や っ た り 、だ か ら 本 当 に な ん で こ ん な に 忙 し く 暮 ら
さ な く ち ゃ い け な い か な と 思 う 時 が し ょ っ ち ゅ う な の ね 、 だ か ら 疲 れ る 。  た ま に は
う つ 病 の 人 の 気 持 ち が す ご く わ か る よ う に な る ん だ よ 。こ ん な 生 き 方 で は も う 死 ん だ
ほ う が ま し じ ゃ な い か と 思 う 時 も あ る 。誰 か 自 殺 し た と 聞 く と 、そ れ で 開 放 さ れ た か
ら 、そ れ で い い ん じ ゃ な い か と 思 う 。こ れ も 年 の せ い か な 、そ う い う ふ う に 思 う 時 が
あ る ん だ よ 。そ う い う こ と 考 え ち ゃ い け な い と 、わ か る ん だ け ど 、で も そ う い う 風 に


























第 5 節  アイデンティティの再構築  
 

































ると彼女たちは自覚している。   
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2 アイデンティティの二重性  

















 違 う ね 、 私 は な る べ く 日 本 語 で 話 し て 日 本 人 に 馴 染 め よ う と 、 自 分 な り に 努 力 し
て い る ん だ け ど 、 中 国 人 の 誰 か に 問 題 が で る た び 、「 ほ ら 、 お 前 ら 見 て 、 お 前 ら の 中
国 人 」 と 言 わ れ る 。 ま あ 、 そ れ で い い よ 。 そ う だ よ 、 確 か に 中 国 人 だ も の （ 笑 ）。 そ
う い う ふ う に な っ て し ま う し 、無 理 し て 日 本 人 に な り た く も な い し ね 。あ る ん だ よ ね 、
そ う い う の 。今 は 、分 か ら な い と こ ろ に 行 っ て 、中 国 人 だ よ と 、言 わ な け れ ば 本 当 に
分 か ら な い の 。日 本 人 と 同 じ だ と 言 っ て も 、自 分 か ら は 日 本 人 だ と 思 わ な い ん だ か ら 、









 い く ら 帰 化 し た か ら 、 自 分 は 日 本 人 に な っ た と 言 っ て も 、 周 り か ら は 認 め て も ら
え な い 。 中 国 か ら の 嫁 さ ん だ と し て し か 、 扱 っ て も ら え な い 。「 私 は 日 本 人 だ よ 」 と
言 っ て も 、「 お 前 中 国 人 で し ょ う ？ 中 国 か ら の 嫁 さ ん で し ょ う ？ 」 と な っ て い る 。 帰
化 し た と い っ て も 、 帰 化 の こ と を 日 本 人 は 知 ら な い 。「 日 本 に き た か ら も う 日 本 の 国
籍 で し ょ う ？ 」 と 、 国 籍 の 意 味 が わ か ら な い み た い 。「 私 た ち は 、 国 籍 が 日 本 に な ら
な け れ ば 一 年 一 度 と か 3 年 一 度 ビ ザ を も ら わ な く ち ゃ い け な い ん だ よ 。」と い っ た ら 、
「 え ？ そ れ っ て な に ？ 」 と 聞 か れ る 。 10 年 住 ん で い て も 、 20 年 住 ん で い て も 中 国 の


















母 が 亡 く な っ て 中 国 に い っ て き た け ど 、中 国 で は 人 が 死 ん だ ら も う 終 わ り だ と 思 っ
て い る 。そ れ で 人 が 死 ん だ ら 燃 や し て 骨 を 川 に 全 部 流 し ち ゃ う の 。そ れ も 当 り 前 の こ
と だ と 思 っ て い る の 。で 、私 は こ こ で い ろ ん な 葬 式 に 行 っ て み た か ら 、あ あ 、人 と い
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う の は や っ ぱ 何 十 年 も こ の 世 界 で 生 き て 、生 活 し て 、い ろ ん な こ と を し た 事 実 が あ る
じ ゃ な い 。 私 の 母 の 場 合 は 、 家 族 を 作 っ て 、 子 ど も を 産 ん で 、 そ れ で 孫 が 生 ま れ て 、
そ う い う 風 に し て き た の に 、な ん で 死 ん で か ら は 一 つ も 残 さ ず 流 し ち ゃ う の か と 、洋
服 と か も ね 、写 真 も ね 。ほ か の 家 は 写 真 を 残 し て い る か も ね 。う ち は 写 真 ま で 燃 や そ
う と し て い る 。本 当 に 私 は す ご く こ ん な に 違 う ん だ と 。言 葉 も 違 っ て 風 習 も 違 っ て も 、
同 じ 人 間 で 、人 は 同 じ く こ の 世 界 で 過 ご し て 、生 き て い た の に 、死 ん だ 後 は こ ん な に
違 う ん だ と 思 う と 、 そ れ が 刻 ま れ る よ う に 胸 に 残 っ た 。  
 
 以上は、 D さんが、 2010 年に母親の葬式に参加するため、久々に















日 本 人 に 慣 れ て い る ん で し ょ う 。う ん 、慣 れ て い る ね 。何 と い う か な 、日 本 語 は 上
手 で は な い け れ ど 、 中 国 に 帰 っ て も 日 本 語 が 先 に 出 る 。 同 じ こ と を 喋 ろ う と し て も 、
日 本 語 が 先 に 出 ち ゃ う の ね 。そ し て 、中 国 人 の 喋 り 方 を み る と 、な ん だ 、そ ん な に 興
奮 し て い る の か 、 と か 、 そ う 感 じ る こ と が 多 か っ た 。  
 
















こ れ は 日 本 人 だ か ら 、こ れ は 中 国 人 だ か ら こ ん な 考 え だ と 分 か る よ う に な っ た 。そ
う い う ふ う に し な い と つ い て い け な い 。そ う い う ふ う に し て も 、根 本 的 な も の は 変 わ
ら な い な 。日 本 人 だ か ら 、外 国 人 だ か ら と い っ て 親 し く な ら な い こ と は な い 。最 初 か
ら す ご く 親 切 に し て く れ る 人 も い れ ば 、今 で も 親 し く し て く れ な い 人 も い る 。そ れ は
国 で 分 け る の で は な く て 、人 間 、類 と い う か 、親 切 さ を 持 っ て い る 人 と そ う じ ゃ な い
人 で 分 け た 方 が い い と 思 う 。同 じ 中 国 人 だ っ て グ ル ー プ が あ る み た い で 、何 人 か は 仲
が い い の に み ん な が 仲 い い わ け で は な い 。日 本 人 も そ う な の 。親 切 な 人 は 最 初 か ら 差







い や 、 食 事 も そ う だ し 、 も う 環 境 に も 慣 れ て い る し ね 、 も う 、 慣 れ て い る ね 。 で 、
中 国 人 の 考 え 方 も 、中 国 人 と 日 本 人 の 考 え 方 、私 か ら 見 る と 、私 は 日 本 人 の 考 え 方 が
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正 し い な と 思 う し 、あ あ 、こ う い う 考 え 方 の ほ う が と か 、ま 、生 活 は も う 、こ こ で 慣
れ て い る ね 、本 当 、食 事 が 完 全 に 、う ん 。ま 、た ま に 中 国 料 理 と か 美 味 し い な 、食 べ
た い と か 。ま 、日 本 の 料 理 が で き る と は い え な い ん だ け ど 、日 本 の 料 理 、最 初 は 本 当
美 味 し く な い と 、 も う 、 こ れ 食 べ ら れ な い と 思 っ た が 、 今 は 美 味 し く 食 べ ら れ る し 、
あ 、こ れ 本 当 美 味 し い わ と か 、最 初 は 絶 対 無 理 だ な と 思 っ た の も 食 べ る よ う に な っ た

































































































































































































た。本章では、2011 年に行った対象者 6 人へのインタビュー内容を
基に分析を行った。  
 



















































さんと D5 さんはもともと中国吉林省の朝鮮族で、 1990 年代に韓国
に渡り、韓国国籍を取得している。年齢は、 40 代半ばから 50 代後
半の人がほとんどで、中には 60 代の人も一人いる。全員再婚で国際
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結 婚 し て い る が 、 夫 と の 年 齢 差 は そ れ ほ ど な い 。 来 日 し た 年 次 は




経営状況をみると、うち 4 人は 3 年から 5 年間経営を継続している





図表 5-1 調査協力者の概況 
区分 A5氏 B5氏 C5 氏 D5氏 E5氏 F5 氏 
国籍 韓国 
（元中国） 
韓国 韓国 韓国 
（元中国） 
韓国 韓国 
年齢 40 代半ば 40 代後半 50 代半ば 50 代半ば 50 代 60 代半ば 
夫年齢 50 代後半 50 代前半 50 代後半 50 代半ば 50 代 60 代前半 
来日年次 2001 2005 2000 2003 2004 2003 
日本語 
レベル 
片言 日常会話 流暢 流暢 流暢 片言 
起業経験 あり あり あり なし あり あり 







開始年次 2010 2009 2008 2004 2006 2007 













家族の協力 なし なし あり あり なし なし 























































農家手伝い 農協 韓国料理 
 




課題 日本語 開店資金 
日本語 
経営不振 










続している C5 さん、 D5 さん、 E5 さんは言語にそれほど問題がない
が、 3 人とも店を営む中で日本語が上達したと言っている。  






第 2 節  B5 さんの事例からみる起業の失敗要因  
  
1 国際結婚の動機  

























電 気 代 、水 道 代 な ど 支 払 関 係 は 全 て 姑 と 夫 が や っ て く れ て い る か ら 、自 分 の ポ ケ ッ
ト に 10 円 玉 一 つ な く て も 、 お 金 が 必 要 な い 。 食 べ た い 物 、 ほ し い も の が あ れ ば 全 部
買 っ て く れ る か ら 。そ う い う 生 活 を し た こ と な い 私 に と っ て は 、と て も 楽 で よ か っ た 。
結 婚 し て か ら 自 分 で 稼 い で 生 活 し て き た の に 、こ こ に 来 た ら こ ん な 楽 な 生 活 が で き て 。
あ と 、言 葉 が 通 じ な か っ た か ら 、私 を 子 ど も の よ う に 扱 っ て く れ る と こ ろ も 好 き だ っ
た 。  
 























私 は 仕 事 を 一 所 懸 命 す る こ と が 好 き な の 。そ れ で 、こ こ に 来 て も 何 か や ろ う か な と
思 っ て い た 。そ れ で 、こ の 店 の 前 の 経 営 者（ E 5 さ ん と 彼 女 の 妹 ）が 、私 を 騙 し た の 、
商 売 が う ま く い か な い か ら 、 店 を 他 人 に 売 り 渡 す た め 。 で も 、 そ の 時 、 私 も A5 さ ん
（ 調 査 当 時 B5 さ ん の 店 を 譲 っ て も ら い 、 次 の 店 主 に な る ） の よ う に 店 が や り た い 気
持 ち が 強 か っ た の 。私 は 、と に か く 何 か を し て い な い と だ め な の 、ボ ー と し て い る こ



































































第 3 節  D5 さんの事例からみる起業の成功の条件   
  
１  起業のきっかけ  
（ 1）国際結婚の動機  
 国際結婚女性の結婚の目的は、日本で新しい生活環境を求めるも
のである。 D5 さんはなぜ日本人と国際結婚をしたのか。  
彼女は 1990 年代、中国から韓国に出稼ぎで渡り、韓国で国籍を



















































































































































































結 婚 し て か ら 、み た ら 、私 が お 金 を 稼 が な い と だ め の よ う だ っ た 。そ れ で 、仕 方 な
く 、最 初 は 隣 の 家 の 農 業 の お 手 伝 い を し た の 。そ し た ら 、お 手 伝 い を し て い る う ち に
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ト ラ ブ ル が あ っ た の 。そ の 家 は 、他 よ り 時 給 が 少 な か っ た の 。そ の 家 は 少 な い と 近 所
で は 有 名 だ っ た わ け 。だ か ら 、言 葉 も 出 来 な い 私 を 使 っ た ん じ ゃ な い 。そ れ で 、プ ラ
イ ド で さ 、 自 分 で キ ム チ の 販 売 を 始 め た の 。 1 年 経 っ た と き ね 、 20 0 3 年 に 来 て 、 1 年









2 起業の経緯  

































… キ ム チ の 素 を 買 い に 来 た の 。私 は キ ム チ の 素 を 多 く 売 る の 。な ぜ な ら 、キ ム チ は
作 る の が 大 変 じ ゃ な い 。キ ム チ よ り キ ム チ の 素 を 買 っ た 方 が い い よ と い う の 。キ ム チ
の 素 は 作 る の に そ ん な 力 は 必 要 な い か ら 、素 を 買 う と キ ム チ も 自 分 で 作 れ る し 、キ ム
チ 鍋 、キ ム チ チ ャ ー ハ ン 、あ と ラ ー メ ン を 食 べ る 時 に 入 れ る こ と も で き る し 、納 豆 に
も 使 え る し 、野 菜 は 何 で も 洗 っ て 絞 っ て 使 う と 全 部 キ ム チ が 出 来 る か ら 、一 人 ひ と り







全 部 言 わ な い と 、 買 っ て く れ な い か ら ね 。「 こ れ は 塩 エ ビ （ あ ま の か ら ） こ れ は イ
ワ シ エ キ ス で す よ 、ニ ン ニ ク 、タ マ ネ ギ 、リ ン ゴ 、も ち 米 、全 部 混 ぜ る の 」っ て 、私
は 、そ の ま ま 作 っ た も の を 箱 ご と 持 っ て 行 っ て 売 る の 、そ こ で 、 7 00ｇ で 10 00 円 売 っ
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て い る の 、 小 さ い の は 350ｇ で 6 00 円 。 小 さ い の を 買 お う と す る 人 に は 大 き い 方 が お
得 だ よ と 、 冷 凍 庫 に 入 れ て お け ば 2， 3 年 は 大 丈 夫 だ と 教 え る の 。 そ れ で 、 喉 が す ご
く 痛 い の （ 毎 日 し ゃ べ っ て い る か ら ）、 疲 れ る よ 。 だ け ど 、 そ う し な い と 売 れ な い か
ら 。今 は 恥 ず か し い と 思 う こ と も な く て 、大 き い 声 出 し て い る の 。「 お 酒 飲 み ま す か ？
お 客 さ ん 」 と 呼 び か け る と 、 み ん な 振 り 向 い て く れ る の 、「 飲 ま な い 」 と い う と 「 う
そ 、お 金 全 部 ど う す る の ？ 美 味 し い お 酒 も 飲 ま な い で 、美 味 し い お つ ま み あ り ま す よ 」
と 話 し か け る の 、た ま に は お 酒 飲 む と 言 う 人 が い る と 、食 べ て み て と 勧 め る 、お 酒 飲
ま な い と い う 人 に は「 う そ 、顔 に 嘘 だ と か い て あ る よ 」と 言 う と 笑 う の 。み ん な 知 り
合 い だ か ら 。  
 
3 起業を通した社会参加  
 










… こ れ は 、 こ っ ち の 商 工 会 議 所 で や っ て い る も の で 、 う ち で 一 年 間 一 万 円 払 っ て 、
そ の あ と 、抽 選 と か い ろ ん な 行 事 が あ る の 。う ち は 、今 年 は や っ て い な い け ど 、来 る
お 客 さ ん に ス タ ン プ を 押 し て あ げ る け ど 、ス タ ン プ 3 つ で 一 回 抽 選 が あ る の 。… 喜 多
方 市 で 、 う ん 、 商 工 会 議 所 で や っ て い る も の な の 。 い ろ ん な 行 事 が あ る の 。 … ま あ 、
サ ー ビ ス み た い な 感 じ で や っ て い る も の だ け ど 、 そ れ で く る と ま た 飲 む か ら ね 。 …  
イ ベ ン ト が あ る 時 、ほ と ん ど 参 加 し て い る 。私 は 加 入 費 を 出 し て い る の 、あ の 、何
だ っ け 、昔 、こ こ マ ー ケ テ ィ ン グ 部 と い う と こ ろ が あ っ た の 、市 役 所 で や っ て い る マ
ー ケ テ ィ ン グ 、そ れ が 何 か と い う と 、商 売 を し て い る 人 、外 国 に 輸 出 し た り 輸 入 し た
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私 は 場 所 代 を と る と こ ろ に は あ ま り 行 か な い の 。知 り 合 い の 人 、例 え ば お 客 さ ん の
お 店 の 前 を 借 り て 、場 所 代 を 出 さ な い で ね 、ま あ 、知 っ て い る 人 だ か ら 。祭 り に 出 て
い て も 、多 く は う ち の 店 に く る お 客 さ ん が く る の 。結 局 は み ん な 知 り 合 い な の 。だ か
ら 、い つ も 気 を 付 け な け れ ば な ら な い 。そ れ で 、キ ム チ を 売 り な が ら 、チ ヂ ミ も そ う
だ け ど 、サ ー ビ ス が 多 い の 。そ の 代 わ り 、祭 り の と き は キ ム チ 鍋 を 作 っ て 、少 し ず つ
サ ー ビ ス で 出 す の 。来 る お 客 さ ん に 、常 連 さ ん に 、そ う す る と そ れ を 食 べ て ま た キ ム
チ を 買 っ て く れ る か ら 。そ れ が そ れ だ か ら ね 。ま あ 、余 裕 が あ る か ら ね 、ま あ い い ん
じ ゃ な い か と 、 少 し サ ー ビ ス す れ ば 、 ま た そ れ く ら い 帰 っ て く る か ら 。 そ れ で 10％
は 地 震 の た め に 募 金 し て 、募 金 は 結 構 出 し て い る よ 、私 は 、イ ベ ン ト な ど に 参 加 す る
と 、 そ の 時 の 売 り 上 げ の 何 ％ と い っ て 出 す の 。 前 か ら 、 そ う し た の 。  
 
















驚 く こ と が 多 い ん じ ゃ な い 。例 え ば 、お 客 様 か ら キ ム チ よ り も も っ と 大 き な お 土 産
を 持 っ て く る か ら 、そ れ に び っ く り す る 。こ ん な こ と も あ る の っ と 。私 の お 客 さ ん で 、
千 葉 の 市 原 の 人 は 毎 年 ス イ カ を 送 っ て く れ る の 。 あ と 、 茨 城 で タ ケ ノ コ を … … 1 年 に
2 回 こ こ の 温 泉 に 泊 ま り に く る の 。 お 客 さ ん を 1 0 何 人 連 れ て き て 、 キ ム チ と キ ム チ
の 素 を ２ ，３ 万 円 分 買 っ て く れ る の 、そ う い う と こ は 温 泉 ま で 持 っ て い っ て あ げ る の 。
昨 日 も 、 こ こ は ア ス パ ラ が 有 名 じ ゃ な い 、 そ れ を 買 っ て 送 っ て あ げ た の 。 そ し た ら 、
届 い た よ と 連 絡 が き た の 。  
 







１  起業する人に必要な条件  



























2 コミュニケーション能力  






を果たしているといえる。    
 
そ の 後 、 キ ム チ の 販 売 を 始 め 接 客 を す る 中 で 、 客 か ら 日 本 語 を 学 ん で い っ た 。 D 5
さ ん は 、日 本 語 が 大 き く 上 達 し た の は 店 を 経 営 し て か ら だ と 述 べ て い る 。客 と の 受 け
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答 え 、電 話 受 注 で の や り 取 り な ど 、実 際 に 働 い て い く 中 で 必 要 と な る 言 語 を 、働 き な
が ら 覚 え て い っ た 。働 く こ と で 日 本 人 と の つ な が り が 多 く な り 、言 語 面 だ け で は な い 、
日 本 人 と の 接 し 方 も 学 ん だ 。そ の こ と が 、さ ら に そ の 後 の 人 間 関 係 構 築 や 商 売 に も 繋
が っ て い っ た と い え る 。  
 


















3 ネットワークの形成と拡大  
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